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研究要旨 

二次医療圏ごとに地域がん診療連携拠点病院の整備が進められているが、がん薬物療法の専門性を

持つ医療者は不足しており、患者に最適の治療を選択し、継続するための仕組みが必要である。本研

究では、宮城県北の広域医療圏で、レジメンの標準化に加え、地域の医療機関から、地域がん診療連

携拠点病院の専門医への症例相談を行う仕組みを作り、少数の症例で検討した。地域固有の事情に配

慮しながら、診療方針立案の相談体制を構築することは有効であると考えられた。 

 

 

A. 研究目的 

我が国のがん医療において、がん薬物療法の標

準化・均てん化の推進が課題であり、二次医療圏

ごとに地域がん診療連携拠点病院の整備が進め

られている。しかし、急速に進歩する治療内容に

比して、知識や技術を持つ医師、医療者は現状で

は不足しており、個々の患者に最適の治療を選択

し、継続するための効率のよい仕組み作りが急が

れる。昨年度の調査によって概要を示した、宮城

県北の広域医療圏をモデルに、がん薬物療法連携

の整備要因をさらに明らかにする。 

 

B. 研究方法 

宮城県北で地域がん診療連携拠点病院のある大

崎医療圏と、その他の地域の中核的病院が存在す

る栗原医療圏、登米医療圏におけるがん薬物療法

施行の現況は 2011 年度の本研究で概要を示した。

標準レジメンの共有、治療方針立案共有化が課題

であった。 

本年度は消化器がんを中心にがん拠点病院医大

の 2 病院における標準レジメの整備状況を聞き

取り調査した。また、がん診療連携拠点病院であ

る大崎市民病院に専用の連絡相談窓口（連携室→

がん薬物療法専門医）をもうけ、利用ニーズを実

態調査した。 

 

C. 研究結果 

標準レジメンの整備状況の調査では、大崎市民病

院（がん診療連携拠点病院）を基準とした場合、 

１）栗原医療圏：中核的公立病院 B（一般 260

床）では、大腸がん（85%）、胃がん（70％）

であり 

２）登米医療圏：中核的公立病院 C（一般 228

床）では、大腸がん（80％）、胃がん（70％） 

であった。レジメンの整備はある程度進んでいる

と考えられた。一方では、副作用管理の困難さか

ら、初回治療から大幅な減量投与を行っているケ

ースも少なくない結果であった。また、昨年度の

訪問調査で、レジメンの選択、一次療法、二次療

法の移行などに際しての診療方針立案に関して、

専門医の判断を参考にしたいとの意見が出され

た。 

 そこで、本年度から試験的に大崎市民病院・連

携室に窓口を設け、他の２病院からの、診療方針

立案に関する相談をがん薬物専門医に直接コン

サルトする仕組みを導入した。 

本年度にそのシステムで相談を受けた件数は,大

腸がん 8件、胃がん 5件、、その他（稀少がん）

4 件であった。計 17 件のうち紹介受診に至った

症例は 9件であり、8件は医療者同士の方針相談

で方針を決定し得た。 

 



D. 考察 

地方では、がん専門医療者の不足と、専門的医

療施設への患者アクセスの困難さから、地域がん

診療拠点病院以外の地域の急性期医療機関にお

いてもがん薬物療法施行の体制が作られている。

一方で、治療選択や副作用管理において専門医療

者の助言を必要としている実態も明らかになっ

た。がん薬物療法専門医を配置している地域がん

診療連携拠点病院において、医療者間の相談窓口

を創設し、診療方針を決定する方法は少数例での

検討ではあるが有効であると考えられた。助言を

する側の専門医療者のサポートも必要であるが、

今後、体制を整えていく事が期待される。 

E. 結論 

二次から三次の広域地域の中核的病院間でネッ

トワークを質の良いがん薬物療法を継続的に施

行するためには、レジメンの共有化のみならず、

地域固有の事情に配慮しながら、診療方針立案の

相談体制などを整えていくことが有効と考えら

れる。 
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